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◆特集：低周波（音・振動） 

＜低周波音とは＞ 

一般的に人間の耳に音として聞こえる音波の周波数はほぼ 20 ﾍﾙﾂから２万ﾍﾙﾂ程度までといわれています。２万ﾍﾙﾂ

以上の音波については、一般に超音波と呼ばれており、これに対して 20 ﾍﾙﾂ以下の音波を超低周波音と呼んでいま

す。超低周波音は一般的には音としては人間に知覚されません。環境省では、概ね１ﾍﾙﾂから 100 ﾍﾙﾂまでの音波を

低周波音としています。 

＜低周波音の影響＞ 

低周波音の影響については、建具等をがたつかせる「物的影響」、低周波音が眠りを妨げる「睡眠影響」、低周波音の

知覚により圧迫感、振動感や頭痛、吐き気等がもたらされる「心理的・生理的影響」等があります。 

＜低周波音の発生機構と発生源＞ 

①平板の振動によるもの（板や膜の振動を伴うものなど）：大型の振動ふるい、道路橋など 

②気流の脈動によるもの（気体の容積変動を伴うものなど）：空気圧縮機による容積変動など 

③空気の急激な圧縮、開放によるもの：発破、鉄道トンネルの高速での列車突入など 

＜低周波音防止対策＞ 

低周波音の防止対策では、対象となる音が耳に聴こえない超低周波音であるのか、あるいは耳を圧迫するように聴こ

える低周波音なのかによって、対策方法も違ってきます。対策法としては一般騒音（可聴音）の場合、 1) 発生源対策 

2) 伝搬経路上対策 3) 受音側対策 などがありますが、1)の発生源対策が望ましい対策方法であるといえるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆雑学 41：土木学会選奨土木遺産とは 

土木学会選奨土木遺産の認定制度は、土木遺産の顕彰を通じて、歴史的土木構造物の保存に資す

ることを目的として平成 12 年度に創設されました。土木学会としては、その成果として、(1)社会へのア

ピール、(2) 土木技術者へのアピール、(3) まちづくりへの活用、(4) 失われるおそれのある土木遺産

の救済などを想定しているそうです。最初に（2000 年度）選ばれたのは、東京の永代橋（写真上）や、

大阪の淀屋橋（写真下）などがあります。詳しくは土木学会 HP をご参照ください。 

地球をデザインする会社 

技 術 短 信 
東光コンサルタンツの NO.４１（構造） 

発生源 発生原因 特徴 対策方法

送風機 旋回失速 送風機の特定使用状態で発生 バイパス

送風機系（集塵機・冷暖房機・乾燥機等） サージング 定常的 放風、可動翼方式

吸込状態不均一 ダクト補強、整流板

ダクト壁振動

往復方式圧縮機 圧縮・爆発等による気筒内 大型多気筒機種または多機種 共鳴形

真空ポンプ、脱水ポンプ、ロータリーブロア等 圧力変化の伝播時間差 使用時に発生することが多い 膨張型消音機

ディーゼル機関、船舶、 定常的 配管変更

非常用発電装置、ディーゼル車 うなりを発生することあり

新幹線トンネル 継続時間の長い単発圧縮波 特定トンネル 列車形状変更、速度低減

（短い場合は可聴音） 衝撃的 トンネル断面拡大

入口フード

発破 爆発 衝撃的 火薬減量

消音機（坑内発破）

ダム・堰堤 水膜振動 特定ダム・堰堤 水膜分割

膜裏空洞固有振動の共鳴 定常的 整流

大水流振動

橋梁 車走行衝撃 特定橋梁 加振力低減（段差除去）

橋梁固有振動の共振 定常的 補剛

減衰付与

表－１　超低周波音の発生源、発生原因、対策方法

中野有朋著「超低音（聞こえない音）－基礎・測定・評価・低減対策－」㈱技術書院2003 改訂1版より

写真-1 土木学会選奨の例 



◆超低周波（振動）を低減する画期的工法のご案内（WIB 工法） ； E&D テクノデザイン㈱ 

低周波音と低周波振動とは違います。こちらは“低周波振動”を低減する工法のご紹介です。 

平成７年度土木学会論文賞受賞技術 

平成 16 年度地盤工学会研究業績賞受賞技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜環境問題としての低周波音や低周波振動＞ 

低周波音・振動による心理的影響では、低周波音・振動が知覚されてよく眠れない、気分がイライラするといった現象

で、生理的影響は、頭痛・耳なりがする、吐き気がする、胸や腹を圧迫されるような感じがする等の現象です。昭和 50

年代には明らかになったようですが、古くて新しい問題となっています。弊社は環境（騒音・振動や水産水域環境など）

についても専門の技術者が常駐し、陸上や海上の諸問題に取り組んでいます。 

※ E&D テクノデザイン㈱・竹宮代表（岡山大学名誉教授）と㈱東光コンサルタンツは技術協力しています 

株式会社 東光コンサルタンツ        Ｅ＆Ｄテクノデザイン株式会社 
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TEL: 03-5950-7203     FAX: 03-5950-3652         TEL＆FAX：086-286-8519 
URL: http://www.tokoc.co.jp                     URL:http://www.ed-techno.org/ 
担当： 本社事業部技術第３部 久下、島野             代表取締役 竹宮 宏和             0902１2

図-1 高架橋から出る振動への対策工,ＷＩＢ 

写真-2 低周波(3～10Hz)を遮断した実績 

(東京電力㈱事業所 平成 20 年 3月) 


